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決まったことがら

決
ま
っ
た

こ
と
が
ら

決
ま
っ
た

こ
と
が
ら

議

決

条

例

決

議

人

事

申

出

　　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

厚
岸
町
の
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

施
設
名　

厚
岸
町
若
齢
牛
育
成
セ

ン
タ
ー

指
定
管
理
者　

釧
路
太
田
農
業
協

同
組
合　
　
　
　

（
全
会
一
致
）

施
設
名　

宮
園
鉄
北
地
区
集
会
所

指
定
管
理
者　

宮
園
鉄
北
自
治
会

　
　
　
　
　
　
　

（
全
会
一
致
）

　
厚
岸
町
個
人
情
報
保
護
条
例
及

び
厚
岸
町
特
定
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
改
正

　

厚
岸
町
個
人
情
報
保
護
条
例
及

び
厚
岸
町
特
定
個
人
情
報
保
護
条

例
に
お
い
て
引
用
す
る
法
律
の
題

名
及
び
条
項
番
号
の
改
正
に
つ
い

て
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
全
会
一
致
）

　
厚
岸
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

非
常
勤
職
員
で
あ
る
会
計
年
度

任
用
職
員
の
育
児
休
業
及
び
部
分

休
業
の
取
得
要
件
の
緩
和
と
、
育

児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
環
境
を

整
備
す
る
た
め
の
改
正
に
つ
い
て

可
決
し
ま
し
た
。
（
全
会
一
致
）

　
厚
岸
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽

減
の
観
点
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
全
世
帯
の
未
就
学
児

に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
均
等

割
額
を
５
割
減
額
す
る
等
の
改
正

に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
全
会
一
致
）

　
厚
岸
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

　

踏
切
道
改
良
促
進
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関

す
る
政
令
の
改
正
に
伴
い
、
道
路

占
用
許
可
に
係
る
工
作
物
、
物
件

又
は
施
設
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

「
津
波
避
難
施
設
」
に
加
え
、
近

年
、
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
豪
雨

災
害
を
踏
ま
え
、
「
洪
水
等
避
難

施
設
」
を
追
加
す
る
等
の
改
正
に

つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
全
会
一
致
）

　
厚
岸
町
水
洗
化
等
改
造
工
事
資

金
貸
付
条
例
の
一
部
改
正

　

近
年
の
資
材
価
格
や
労
務
単
価

の
変
動
に
よ
り
、
水
洗
化
等
改
造

工
事
に
要
す
る
費
用
と
貸
付
金
の

限
度
額
に
差
が
生
じ
て
い
る
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
負
担

軽
減
の
拡
充
及
び
下
水
道
普
及
率

の
向
上
を
図
る
た
め
、
当
該
工
事

に
係
る
貸
付
金
の
限
度
額
及
び
償

還
方
法
を
見
直
す
等
の
改
正
に
つ

い
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
全
会
一
致
）

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
を
非
難
す
る
決
議

  
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

森
脇
智
亮
氏
、
髙
橋
美
佐
子
氏

の
推
薦
が
あ
り
適
任
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
全
会
一
致
）

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
対
す
る
同
意

　

延
原
実
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。
（
全
会
一
致
）

　
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書

　

総
務
産
業
常
任
委
員
会
、
厚
生

文
教
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営

委
員
会
か
ら
、
次
の
定
例
会
ま
で

の
閉
会
中
に
お
け
る
継
続
調
査
の

申
し
出
が
あ
り
、
承
認
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
の
調
査
事
項
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
産
業
常
任
委
員
会

⑴
総
務
及
び
防
災
に
関
す
る
事
項

⑵
財
政
及
び
税
に
関
す
る
事
項

⑶
財
産
に
関
す
る
事
項　
　
　

⑷
商
工
・
労
政
及
び
観
光
に
関
す

　第１回定例会は、去る３月７日招集され、８日間（休会日２日を
含む）の会期で行われました。
　８名が一般質問で町政全般についてただしました。　

令和4年第1回定 例 会



3

決まったことがら

各
常
任
委
員
会
の

　
　
　
活
動
状
況

各
常
任
委
員
会
の

　
　
　
活
動
状
況

各
常
任
委
員
会
の

　
　
　
活
動
状
況

﹇
令
和
４
年
１
月
1
日
か
ら

　
　
　
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
﹈

報
　
告

議
　
決

補
正
予
算

1.19

第1回

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

る
事
項

⑸
農
業
、
林
業
、
畜
産
及
び
水
産

業
に
関
す
る
事
項

⑹
土
木
、
建
築
及
び
都
市
計
画
に

関
す
る
事
項

⑺
出
納
に
関
す
る
事
項　
　
　

⑻
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属

し
な
い
事
項

　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

⑴
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
事
項

⑵
介
護
保
険
に
関
す
る
事
項　

⑶
民
生
及
び
福
祉
に
関
す
る
事
項

⑷
保
健
衛
生
及
び
生
活
環
境
に
関

す
る
事
項

⑸
上
下
水
道
に
関
す
る
事
項　

⑹
学
校
教
育
、
社
会
教
育
及
び
生

涯
学
習
に
関
す
る
事
項

⑺
そ
の
他
厚
生
及
び
文
教
に
関
す

る
事
項

　
議
会
運
営
委
員
会

⑴
議
会
運
営
に
関
す
る
こ
と　

⑵
議
会
の
会
議
規
則
・
委
員
会
に

関
す
る
条
例
等
に
関
す
る
事
項

⑶
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

⑷
そ
の
他
本
委
員
会
所
管
に
関
す

る
事
項

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会 

　

第
1
回
（
２
月
15
日
）

①
赤
潮
被
害
に
対
す
る
支
援
に
つ

　

い
て

②
町
営
牧
場
に
お
け
る
ヒ
グ
マ
対

　

策
に
つ
い
て

③
暴
風
雪
に
よ
る
菌
床
培
養
ハ
ウ

　

ス
の
被
害
に
つ
い
て

④
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
に

　

つ
い
て

▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
第
１
回
（
１
月
25
日
）

①
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
と
対
策

②
空
き
家
・
空
き
地
問
題
と
住
民

　

生
活

③
教
育
委
員
会
の
事
務
の
管
理
及

　

び
執
行
状
況
に
係
る
点
検
・
評

　

価
報
告
書
（
令
和
２
年
度
事
業

　

分
）
に
つ
い
て

④
令
和
３
年
度
全
国
体
力
・
運
動

　

能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
結
果

　

に
つ
い
て

　
第
２
回
（
２
月
28
日
）

①
町
内
に
お
け
る
最
近
の
新
型
コ

　

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
発
生

　

状
況
に
つ
い
て

②
新
年
度
に
お
け
る
保
健
福
祉
課

　

の
新
規
・
拡
充
予
定
事
業
等
に

　

つ
い
て

③
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
に

　

つ
い
て

　
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　

令
和
３
年
度
厚
岸
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
７
回
目
）
を
承
認
し

ま
し
た
。　
　
　

（
全
会
一
致
）

　
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て

  

町
職
員
が
職
務
で
公
用
車
を
運

転
中
に
起
こ
し
た
事
故
に
対
す
る

賠
償
額
を
21
万
４
６
２
５
円
と
決

定
し
ま
し
た
。
（
町
の
過
失
割
合

１
０
０
％
）　
　

（
全
会
一
致
）

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

工
事
名
（
令
和
３
年
度
国
債
）
太

田
門
静
間
道
路
旧
橋
撤
去
及
び
道

路
改
良
舗
装
工
事

請
負
金
額　

１
億
１
７
７
０
万
円

請
負
契
約
者　

株
式
会
社
宮
原
組

　
　
　
　
　
　
　

（
全
会
一
致
）

　
令
和
３
年
度
厚
岸
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
８
回
目
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４
億

４
２
２
８
万
４
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
１
１
１
億
３
１
５
９

万
円
と
し
ま
し
た
。　

　
主
な
内
容

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
１
億
４

８
４
０
万
円
の
新
規
計
上

　
　
　
　
　
　
　

（
全
会
一
致
）

『声の議会だより』を発行しています
　希望者に議会だよりを朗読・録音し、テープ及びCDの貸出をして
います。
　お気軽にお申し付けください。
●詳細は、議会事務局まで　TEL52－3131（内線301）
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新年度予算

令和４年度 各会計予算の主な内容
一 般 会 計 （単位：千円）

総 務 費

民 生 費
衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

役場庁舎非常用発電設備整備事業
厚岸情報ネットワーク整備事業
総合行政情報システム整備事業
若竹第２埠頭付近倉庫等解体事業
生活改善センター改築事業
基幹的設備改良事業（釧路広域連合）
中山間地域等直接支払事業
多面的機能支払交付金事業
新規就農者誘致奨励事業
矢臼別演習場周辺農業用施設等整備事業（釧路太田農業協同組合）
町営牧場整備事業
町営牧場管理用機械整備事業
道営大別地区公共牧場草地整備事業
水利施設等保全高度化事業
民有林振興対策事業
道営林道別寒辺牛２号線開設事業
造林事業
赤潮対策緊急支援事業
厚岸味覚ターミナル整備事業
観光案内看板整備事業
子野日公園整備事業
建設機械等整備事業
町道歩道整備事業
町道舗装整備事業
橋梁長寿命化整備事業
床潭末広間道路整備事業
太田門静間道路整備事業（令和３国債）
太田門静間道路整備事業（令和４単歳）
太田２号道路防雪柵整備事業
トライベツ地区町道法面整備事業
桜通り地すべり対策整備事業
住の江町通り整備事業
別寒辺牛川水系治水砂防施設整備事業（令和３国債）
別寒辺牛川水系治水砂防施設整備事業（令和４国債）
住宅供給公社きのこ菌床栽培新規着業者住宅譲渡償還金
町営住宅白浜団地整備事業
町営住宅奔渡団地整備事業
町営住宅解体事業
厚岸消防団第４分団庁舎整備事業（釧路東部消防組合）
消防待機宿舎整備事業（釧路東部消防組合）
大型防災備蓄倉庫整備事業
消防自動車整備事業
スクールバス整備事業
厚岸中学校屋内運動場設備整備事業
神岩チャシ跡竪穴群模型整備事業
多目的屋内スポーツ施設整備事業

11,264
13,495
77,820
74,608
14,307
20,979
62,569
13,430
13,077
38,750
32,008
58,748
20,000
162,315
10,922
15,451
51,699
11,702
58,388
33,834
20,000
51,618
32,000
42,185
25,000
318,526
103,102
26,207
18,384
39,384
17,000
15,584
163,598
26,634
10,338
15,521
20,064
10,219
71,016
21,880
134,585
147,989
10,630
20,885
11,975
130,200

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

釧路町村会
北海道市町村備荒資金組合
空家等除却促進補助金
空家等活用促進補助金
まちおこし補助金
移住支援金
移住定住促進補助金
結婚新生活支援補助金
地域おこし協力隊隊員活動費助成
地域おこし協力隊起業等助成
釧路･根室広域地方税滞納整理機構
保健福祉総合センター・健康広場施設維持管理費負担金
民生委員児童委員協議会
社会福祉協議会
社会福祉センター運営費
社会福祉センター大規模改修借入返済助成
社会福祉センター増改築借入返済助成
子ども発達支援センター
地域活動支援センター運営費
敬老会
介護保険利用者負担軽減措置
北海道後期高齢者医療広域連合
各自治会助成
自治会活動活性化助成
地域公共交通活性化協議会
地方バス路線助成
施設型給付費負担金
釧根広域救急医療確保負担金
厚岸郡救急医療確保負担金
産後ケア事業利用料助成
子どもインフルエンザワクチン予防接種費用助成
水道事業会計負担金
水道事業会計補助金
病院事業会計負担金
別寒辺牛川・ホマカイ川流域環境保全協議会
釧路広域連合
青年就農給付金
野生鳥獣被害対策協議会
厚岸港まつり協賛会（町民花火大会船借上料分）
日本水難救済会厚岸救難所
漁業近代化資金利子補給
衛生管理型漁港施設負担金
商工会
小規模商工業者設備近代化資金保証料
中小企業融資利子補給
中小企業融資保証料
ハッピーブライダル奨励費
特産品等開発助成
厚岸観光協会
観光プロモーション実行委員会
アウトドア体験費補助金
アウトドアガイド育成補助金
がんばろう厚岸応援券（宿泊者）
宿泊費補助金
緊急経済対策中小企業資金融資利子補給
がんばろう厚岸応援券
事業者感染症防止対策助成
住宅省エネ・バリアフリー改修補助金
住宅新築助成
住宅リフォーム助成
住宅耐震改修補助金
釧路東部消防組合
自主防災組織活動活発化助成
通学バス定期券購入助成
町立教育研究所
小学校学校給食費助成
中学校修学旅行費助成
中学校学校給食費助成
文化振興助成
スポーツ振興助成

2,031
5,000
10,000
1,500
2,000
3,200
3,900
11,850
2,638
1,000
4,398
1,031
2,734
30,178
1,742
4,306
2,186
3,500
5,488
6,738
1,390
100,375
1,413
3,000
4,875
10,295
46,456
1,842
18,394
1,824
1,669
1,084
39,794
387,998
1,000
45,241
3,000
4,264
1,320
1,100
2,921
1,709
13,257
1,012
3,082
5,535
1,000
5,000
15,455
3,255
1,060
3,705
5,000
10,000
10,812
26,700
1,500
1,000
10,000
8,000
1,300
366,113
3,300
4,296
1,550
11,893
2,380
8,159
1,500
1,500

投　資　的　経　費 （事業費 1,000万円以上） 負担金補助及び交付金 （経常経費で金額 100万円以上）
区　　分 事　　　  業　　　  名 事業費

特別会計・企業会計 （事業費1,000万円以上）

建設改良費
送配水管布設替等事業
上水道地区地下水源調査委託業務等
メーター設備費（検満）

69,590
21,792
46,700

区　　分 事　　　  業　　　  名 事業費

金　額区　　分 交 付 団 体 名 等

（単位：千円）

下水道事業費 公共下水道工事費 98,000
区　　分 事　　　  業　　　  名 事業費

下 水 道 事 業 特 別 会 計

水道事業費 太田･片無去地区配水管等整備事業
上尾幌地区配水管調査事業

36,200
30,250

区　　分 事　　　  業　　　  名 事業費
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

建設改良費
厨房外調機改修工事
エレベーター１号機改修工事
器械備品購入費

17,226
19,140
62,700

区　　分 事　　　  業　　　  名 事業費
病 院 事 業 会 計
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補 正 予 算

令和３年度　３月補正予算の主な内容（補正額300万円以上）
（単位：千円）

項　　　 　　　　　　　　目 補 正 前 予 算 今 回 補 正 補 正 後 予 算
一般会計 （9回目）
財政調整基金
減債基金積立金
地域づくり推進基金積立金
特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金積立金
移住支援金
障害者（児）介護・訓練等給付介護給付費
障害者（児）介護・訓練等給付訓練等給付費
旧宮園・白浜地区コミュニティセンター解体撤去工事費
日本脳炎ワクチン予防接種委託料
病院事業会計負担金
病院事業会計補助金
予防接種業務委託料
予防接種委託料
環境保全基金積立金
合併処理浄化槽設置費
矢臼別演習場周辺農業用施設等整備事業補助金
町営牧場管理用機械整備事業車両購入
道営釧路太田西部地区草地整備事業負担金
町営牧場ヒグマ防除対策
赤潮対策緊急支援事業
厚岸観光協会補助金
アウトドアガイド育成補助金
橋梁長寿命化整備事業橋梁工事費
別寒辺牛川水系治水砂防施設整備事業（令和２国債）土砂生産源対策実施設計委託料
別寒辺牛川水系治水砂防施設整備事業（令和３国債）河川工事費
住宅新築助成
町営住宅奔渡団地整備事業改修補修工事費
町営住宅建設事業建築工事費
釧路東部消防組合負担金
真龍中学校自動火災報知設備整備事業改修補修工事費
温水プール施設整備事業改修補修工事費
厚岸情報ネットワーク災害復旧工事費
会計年度任用職員報酬

歳入・歳出の総額
一般会計 （10回目）

歳入・歳出の総額
国民健康保険特別会計 （5回目）
療養給付費
保険給付費等交付金精算返還金

歳入・歳出の総額
簡易水道事業特別会計 （２回目）

歳入・歳出の総額
下水道事業特別会計 （3回目）
公共下水道事業（補助繰越）公共下水道工事費

歳入・歳出の総額
介護保険特別会計 （３回目）
施設介護サービス給付費
介護給付費準備基金積立金

歳入・歳出の総額
後期高齢者医療特別会計 （4回目）

歳入・歳出の総額
介護老人保健施設事業特別会計 （２回目）
病院事業運営管理共通経費負担金

歳入・歳出の総額
水道事業会計 （3回目）

収益的支出の総額
病院事業会計 （２回目）

収益的支出の総額
  

11,131 ,590

1,465 ,757

96,097

727,996

1,136 ,171

151,089

103,547

285,360

1,331 ,712

49,900
300,000
154,532
37,591
△ 5,600
△ 3,759
6,478

△ 11,198
△ 2,226
41,993
130,933
△ 3,741
11,876
6,600

△ 3,000
△ 6,534
△ 10,758
△ 3,054
6,636
8,915

△ 3,572
△ 3,065
△ 4,456
3,564
3,612

△ 7,200
△ 4,048
△ 11,719
△ 4,490
3,850

△ 10,659
6,449

△ 3,132
603,667

8,395
△ 11,039
△ 6,574

△ 1,375

205,600
202,617

17,279
6,436
13,824

△ 793

4,473
2,892

△ 205

△ 13,493

11,735 ,257

0

1,459 ,183

94,722

930,613

1,149 ,995

150,296

106,439

285,155

1,318 ,219
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一 般 質 問

質問・答弁は要約されています

１月12日爆弾低気圧で高潮により通行止めとなった生活改善センター前通り

問　
漁
協
へ
の
支
援
策
は
。

答　
町
は
、
国
の
緊
急
支
援
事
業

対
象
外
と
な
る
赤
潮
被
害
調
査
や

ウ
ニ
漁
場
清
掃
、
ツ
ブ
増
殖
試
験

事
業
へ
１
２
２
万
円
を
支
援
し
ま

す
。

問　
昆
布
を
始
め
、
他
魚
種
の
被

害
実
態
が
判
明
せ
ず
次
年
度
以
降

の
支
援
策
は
。

答　
国
の
緊
急
支
援
事
業
は
、
ウ

ニ
種
苗
放
流
補
助
が
今
春
分
ま
で

の
対
象
の
た
め
、
秋
以
降
に
つ
い

て
も
支
援
を
要
望
し
ま
す
。
ま
た
、

ウ
ニ
以
外
の
魚
種
に
つ
い
て
、
今

後
被
害
が
発
生
し
た
際
は
速
や
か

に
支
援
い
た
だ
く
よ
う
国
、
道
に

要
請
し
ま
す
が
、
町
単
独
支
援
も

検
討
し
ま
す
。

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の

内
容
は

答　
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
対

策
な
ど
環
境
保
全
取
組
の
周
知
と
、

本
大
会
開
催
の
機
運
醸
成
を
図
り
、

リ
ハ
ー
サ
ル
を
兼
ね
て
屋
根
付
き

岸
壁
を
舞
台
に
今
秋
開
催
し
ま
す
。

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
は
、
道
内
外
の
招

待
者
や
町
民
参
加
の
も
と
式
典
行

事
、
漁
船
の
海
上
パ
レ
ー
ド
、
稚

魚
放
流
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
関

連
し
て
、
豊
か
な
海
づ
く
り
フ
ェ

ス
タ
2
0
2
2
を
開
催
し
、
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
大
会
Ｐ
Ｒ
の
企

画
展
示
、
魚
の
ふ
れ
あ
い
体
験
ブ

ー
ス
、
地
元
物
産
販
売
ブ
ー
ス
の

設
置
を
予
定
し
て
お
り
、
町
は
漁

協
と
連
携
し
、
海
浜
清
掃
活
動
や

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
現
在
、

主
催
者
の
北
海
道
実
行
委
員
会
で

内
容
を
検
討
中
で
す
が
、
開
催
地

と
し
て
関
係
者
と
連
携
し
取
り
組

み
ま
す
。

港
町
の
冠
水
対
策
を

問　
早
く
住
民
が

安
心
で
き
る
対
策

を
す
べ
き
で
す
が

町
の
考
え
は
。

答　
港
町
の
冠
水

被
害
は
、
町
民
生

活
に
影
響
を
与
え

る
重
大
な
課
題
と

認
識
し
て
お
り
、

浸
水
懸
念
住
宅
へ

ポ
ン
プ
設
置
の
対

応
を
し
て
い
ま
す

が
、
地
域
全
体
が

地
盤
沈
下
の
た
め

抜
本
的
対
策
に
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。

冠
水
要
因
の
一
つ

翔
洋
高
校
へ
町
の
支
援
を

問　
今
年
も
入
試
出
願
状
況
は
両

科
と
も
半
数
以
下
で
、
学
校
の
存

続
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
町
は
も
っ

と
積
極
的
に
生
徒
増
へ
の
支
援
を

す
べ
き
で
は
。

答　
翔
洋
高
校
開
設
時
か
ら
通
学

バ
ス
定
期
券
購
入
助
成
を
実
施
し

効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

令
和
４
年
度
か
ら
始
ま
る
学
習
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
の
活
用
授
業
に

向
け
、
保
護
者
負
担
軽
減
と
入
学

者
確
保
の
た
め
、
学
校
か
ら
支
援

を
求
め
ら
れ
、
新
年
度
予
算
に
端

末
購
入
費
を
計
上
、
支
援
を
行
い

ま
す
。
入
学
者
確
保
の
取
組
は
、

町
内
小
中
学
校
と
の
授
業
交
流
や
、

教
員
間
の
充
実
を
図
り
、
翔
洋
高

校
の
取
組
を
町
内
外
へ
発
信
す
る

方
策
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
国

が
新
た
に
実
施
の
「
次
世
代
地
域

産
業
人
材
育
成
刷
新
事
業
」
に
つ

い
て
協
議
、
連
携
し
学
校
の
魅
力

向
上
と
入
学
者
確
保
に
向
け
対
策

を
講
じ
ま
す
。
な
お
、
町
の
支
援

に
つ
い
て
は
学
校
と
連
携
を
密
に

し
、
検
討
し
ま
す
。

で
あ
る
高
潮
、越
波
対
策
と
し
て
、

厚
岸
漁
港
湖
北
岸
壁
及
び
湖
内
地

区
の
護
岸
嵩
上
げ
（
国
の
漁
港
整

備
事
業
）
が
新
た
な
高
潮
対
策
と

し
て
令
和
３
年
度
か
ら
測
量
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　
港
町
湖
岸
通
り
は
、
越
波
が

起
き
た
り
湖
内
氷
が
道
路
を
越
え

住
宅
の
玄
関
ま
で
迫
っ
て
い
ま
す
。

全
体
対
応
は
無
理
で
も
応
急
対
応

を
す
べ
き
で
は
。

答　
護
岸
管
理
者
の
北
海
道
か
ら
、

維
持
管
理
費
で
応
急
対
応
す
る
旨

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

南谷　健議員

　本町の赤潮被害は、ウニが４年間で10億円、他の魚種は調査中です。
支援方法は、国の北海道赤潮対策緊急支援事業と漁業者組織（厚岸地
区赤潮対策活動組織）が行うウニ種苗放流事業等、漁場清掃、漁場環
境調査に国と、道、厚岸町合せ、令和３年度5488万円、令和４年度
7588万円の合計１億3076万円の支援となり、町は約15％の
1938万円を支援します。

ウニ赤潮被害10億円その他魚種の支援は
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一 般 質 問

質問・答弁は要約されています

基本設計を行う予定の生活改善センター

佐藤淳一議員

町
民
の
命
を
守
れ

問　
厚
岸
町
で
は
、
46
カ
所
の
避

難
場
所
、
避
難
所
が
指
定
さ
れ
て

い
る
が
、
避
難
場
所
12
カ
所
に
つ

い
て
は
テ
ン
ト
や
暖
房
器
具
の
な

い
場
所
も
あ
る
。

　

今
後
段
階
的
に
整
備
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　
冬
季
の
避
難
を
想
定
す
る
と

テ
ン
ト
等
を
備
え
る
べ
き
と
考
え

ま
す
の
で
、
改
め
て
避
難
場
所
の

状
況
等
を
確
認
し
な
が
ら
、
近
隣

の
テ
ン
ト
等
を
備
え
て
い
る
避
難

場
所
へ
の
移
動
の
可
否
な
ど
も
考

慮
し
つ
つ
、
必
要
な
場
所
へ
の
テ

ン
ト
や
暖
房
器
具
の
配
備
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

問　
心
和
園
の
避
難
場
所
に
つ
い

て
は
、
裏
山
と
な
っ
て
い
る
が
、

避
難
場
所
で
あ
り
、
テ
ン
ト
と
暖

房
器
具
だ
け
で
は
、
冬
期
間
の
避

難
に
は
適
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

避
難
建
物
の
必
要
性
は
な
い
の

か
。

答　
確
か
に
心
和
園
に
つ
い
て
は
、

冬
期
間
等
を
テ
ン
ト
で
過
ご
す
に

は
大
変
困
難
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

心
和
園
で
も
、
独
自
に
避
難
計

画
等
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

困
難
区
域
の
検
証
と
合
わ
せ
て
、

心
和
園
と
協
議
・
相
談
し
な
が
ら

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
厚
岸
町
で
は
、
い
わ
ゆ
る
避

難
困
難
区
域
と
考
え
ら
れ
る
地
域

は
本
当
に
な
い
の
か
。

答　
国
が
示
し
た
日
本
海
溝
・
千

島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
の
被
害

想
定
に
お
い
て
、
平
野
部
の
積
雪

路
面
で
の
避
難
行
動
要
支
援
者
と

の
同
行
避
難
で
は
、
分
速
に
し
て

25
メ
ー
ト
ル
と
町
の
設
定
し
た
歩

行
速
度
の
６
割
か
ら
４
割
ほ
ど
の

速
度
に
低
下
し
ま
す
。

　

町
内
に
お
い
て
は
港
町
地
区
の

一
部
な
ど
、
最
寄
り
の
指
定
緊
急

避
難
場
所
ま
で
一
定
の
距
離
が
あ

る
地
域
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る

避
難
困
難
地
区
と
な
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

問　
過
去
の
質
問
で
、
避
難
タ
ワ

ー
等
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進

め
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
現

在
ま
で
ど
の
よ
う
な
検
討
を
さ
れ

た
の
か
。

答　
防
災
担
当
職
員
の
避
難
タ
ワ

ー
を
有
す
る
自
治
体
へ
の
視
察
や

避
難
タ
ワ
ー
に
限
ら
ず
、
町
有
施

設
の
改
修
や
建
設
等
を
行
う
際
に

避
難
施
設
と
し
て
複
合
的
に
整
備

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
な
ど
、

検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
建
物
の
建
替

を
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
、
令
和
４

年
度
に
そ
の
基
本
設
計
を
行
う
予

定
で
あ
り
、
避
難
ビ
ル
と
し
て
の

機
能
を
備
え
た
施
設
と
し
て
整
備

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
地
震

に
係
る
特
措
法
が
改
正
さ
れ
る
の

で
は
と
の
報
道
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
防
災
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
は
加
速
さ
れ
る
の
か
。

答　
ま
ず
は
、
法
改
正
の
動
向
を

注
視
し
、
道
が
示
す
予
定
の
被
害

想
定
等
の
検
証
を
進
め
つ
つ
、
法

改
正
に
よ
る
補
助
金
の
活
用
を
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
成
人
式

ど
う
な
る

問　
民
法
の
改
正
に
よ
り
、
成
人

年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
が
、
厚
岸
町
の
成
人
式
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

答　
18
歳
は
在
学
中
の
高
校
生
が

多
く
、
受
験
や
就
職
の
時
期
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
例
年
ど
お
り
20
歳

を
対
象
と
し
て
、
従
来
の
「
成
人

式
」
で
は
な
く
20
歳
の
集
い
な
ど

に
名
称
を
改
め
て
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

避
難
ビ
ル
の
建
設
急
げ

問　

避
難
施
設
整
備
（
避
難
ビ

ル
・
タ
ワ
ー
）
が
進
ま
な
か
っ
た

要
因
は
。

答　
自
治
体
共
通
の
課
題
と
し
て
、

施
設
整
備
に
要
す
る
費
用
が
多
額

で
あ
り
、
そ
の
財
源
確
保
が
困
難

で
あ
る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
避
難
困
難
区
域

の
見
直
し
に
お
い
て
、
対
象
区
域

と
考
え
ら
れ
る
港
町
地
区
に
つ
い

て
、
老
朽
化
し
耐
震
性
の
低
い
生

　津波避難タワーより、多目的に利用できる複合施設として避難ビル
の基本設計費を計上した。
　令和５年の成人式は従来どおり20歳を対象に行う。

津波避難施設（避難ビル）の建設急務
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一 般 質 問

質問・答弁は要約されています

別寒辺牛湿原

問　
国
定
公
園
昇
格
を
機
に
ど
の

よ
う
な
施
策
を
展
開
す
る
か
。

答　
令
和
４
年
度
に
「
厚
岸
町
観

光
振
興
計
画
」
の
策
定
を
予
定
し

て
お
り
、
庁
内
の
委
員
会
で
の
検

討
の
ほ
か
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調

査
を
行
い
関
係
団
体
か
ら
の
意
見

を
聴
取
し
地
域
資
源
を
活
用
し
た

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
行
う
。

知
名
度
の
向
上
を
図
る
た
め
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
配
布
、
観
光

動
画
の
作
成
配
信
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
広
告
を
強
力

に
実
施
し
、
認
知
度
向
上
と
観
光

客
の
誘
客
を
諮
る
た
め
、
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
地
元
ガ
イ
ド
の
養
成
や
講

演
会
の
開
催
等
を
通
じ
、
環
境
保

全
と
観
光
振
興
の
意
識
向
上
、
観

光
推
進
体
制
の
強
化
を
図
る
。

問　
全
国
で
見
ら
れ
る
一
番
悪
い

パ
タ
ー
ン
は
、
一
時
的
に
ど
っ
と

人
が
来
て
、
ブ
ー
ム
が
去
る
と
誰

も
い
な
い
。
後
に
は
ゴ
ミ
の
山
と

荒
れ
果
て
た
自
然
が
残
る
と
い
う

も
の
だ
。
無
秩
序
な
観
光
開
発
の

問
題
も
あ
る
。
秩
序
立
っ
た
持
続

可
能
な
観
光
の
施
策
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
な

検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答　
特
に
行
っ
て
い
な
い
。

問　
国
定
公
園
を
規
定
す
る
自
然

公
園
法
で
は
「
生
態
系
、
景
観
、

産
物
を
楽
し
む
と
同
時
に
、
そ
れ

を
守
り
持
続
可
能
な
地
域
の
発
展

を
目
指
す
」
と
す
る
。
ま
た
厚
岸

町
の
総
合
計
画
で
は
、
町
の
課
題

と
し
て
「
自
然
と
の
共
生
に
向
け

た
環
境
保
全
の
推
進
」
を
挙
げ
る
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は

こ
の
地
に
住
む
我
々
町
民
が
、
こ

の
厚
岸
町
は
実
に
豊
か
で
貴
重
な

自
然
に
囲
ま
れ
暮
ら
し
て
い
る
所

か
を
き
ち
ん
と
知
る
こ
と
だ
。

二
十
数
年
来
、
町
は
厚
岸
を
対
象

に
し
た
研
究
に
援
助
を
す
る
「
学

術
奨
励
金
制
度
」を
設
け
て
い
る
。

そ
こ
で
の
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
町
民
に
も
知
っ

て
貰
う
こ
と
が
大
事
だ
。

答　
質
問
の
趣
旨
に
沿
っ
た
施
策

を
進
め
る
。

問　
カ
ヌ
ー
の
規
制
を
設
定
す
る

に
あ
た
り
、
厚
岸
町
は
一
年
が
か

り
で
カ
ヌ
ー
が
川
面
を
通
る
こ
と

に
よ
り
周
り
の
生
物
に
ど
ん
な
影

響
を
与
え
て
い
る
か
調
査
し
、
そ

国
定
公
園
昇
格
に
よ
り
町
づ
く
り

が
素
晴
ら
し
く
な
っ
た
と
言
え
る

施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

食
の
安
全
と
給
食
食
材

問　
町
施
設
に
お
け
る
給
食
食
材

に
は
農
薬
を
多
用
し
た
食
品
、
遺

伝
子
組
換
え
食
品
、
ゲ
ノ
ム
編
集

食
品
は
避
け
る
べ
き
だ
。

近
年
特
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
農

薬
に
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
や
ク
ロ

ル
ピ
リ
ホ
ス
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は

Ｅ
Ｕ
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、

日
本
で
は
野
放
し
だ
。
何
れ
も
人

間
特
に
子
供
の
脳
に
影
響
が
あ
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
遺
伝
子
組

換
え
や
ゲ
ノ
ム
編
集
は
何
が
起
き

る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
遺
伝
子

に
手
を
加
え
る
こ
と
の
根
本
的
な

危
険
性
を
指
摘
す
る
向
き
も
多
い
。

答　
町
、
教
育
委
員
会
共
に
、
で

き
る
限
り
町
内
の
業
者
か
ら
仕
入

れ
を
行
い
、
道
内
産
国
内
産
の
食

材
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
遺
伝

子
組
換
え
食
品
が
含
ま
れ
て
い
な

い
こ
と
を
証
明
書
等
で
確
認
し
て

調
達
し
て
い
る
。
ゲ
ノ
ム
編
集
食

品
に
つ
い
て
は
様
々
な
意
見
が
あ

る
こ
と
か
ら
使
用
は
し
て
い
な
い
。

問　
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
の
苗
を

生
産
す
る
企
業
が
、
各
自
治
体
や

福
祉
施
設
、
小
学
校
に
無
償
で
配

る
動
き
が
あ
る
。
打
診
が
あ
っ
た

と
き
ど
う
す
る
か
。　

答　
受
取
は
拒
絶
す
る
。

の
結
果
を
分
析
し
、
科
学
的
根
拠

に
基
づ
い
て
カ
ヌ
ー
の
総
量
規
制

及
び
航
行
可
能
な
範
囲
を
設
定
し

た
。
こ
の
よ
う
な
手
法
は
自
然
環

境
と
そ
の
利
用
に
つ
き
、
他
の
場

面
で
も
適
用
が
可
能
だ
。

答　
検
討
す
る
。

問　
厚
岸
町
が
蓄
積
し
て
き
た
成

果
は
、
学
校
で
の
教
育
に
も
活
か

し
て
い
く
べ
き
だ
。

答　
現
在
進
め
て
い
る
環
境
教
育

に
加
え
、
自
分
達
の
住
ん
で
い
る

厚
岸
の
自
然
を
深
く
知
る
と
い
う

こ
と
を
進
め
て
い
く
。

問　
多
く
の
人
が
来
訪
し
、
混
雑

す
る
こ
と
が
住
民
の
暮
ら
し
を
阻

害
す
る
事
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。

秩
序
あ
る
受
け
入
れ
体
制
は
、
観

光
施
策
を
支
え
る
住
民
の
理
解
な

く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
。

桜
・
牡
蠣
ま
つ
り
で
の
大
橋
の
渋

滞
は
湖
南
地
区
の
一
刻
を
争
う
救

急
搬
送
を
困
難
に
す
る
。
有
効
な

対
策
を
と
っ
て
ほ
し
い
。

答　
そ
の
よ
う
に
進
め
る
。

問　
「
国
定
公
園
昇
格
を
機
に
」

と
は
正
に
自
然
公
園
法
の
趣
旨
を

基
底
に
し
た
町
づ
く
り
と
言
う
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。

答　
何
故
国
定
公
園
の
昇
格
を
目

指
し
た
か
の
原
点
を
意
識
し
て
進

め
る
。

厚
岸
国
定
公
園
は
自
然
景
観
だ
け

で
な
く
、
産
業
と
の
共
生
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。

室﨑正之議員

　40年来の悲願が達成し、厚岸道立自然公園が「厚岸霧多布昆布森国
定公園」として指定を受けました。これを機に国定公園の趣旨を活か
して、厚岸町はどのような施策を行うのか伺いました。
　また、食の安全の観点から、給食食材について説明を受けました。

国定公園昇格を機に
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一 般 質 問

質問・答弁は要約されています

問　
自
治
体
に
お
け
る
窓
口
業
務

の
役
割
と
重
要
性
に
つ
い
て
、
町

は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
評
価
し

て
い
る
の
か
。

答　
窓
口
業
務
は
、
住
民
が
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
等
し
く
受
け

る
た
め
の
権
利
の
基
礎
と
な
る
重

要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

町
民
の
様
々
な
相
談
を
受
け
、
的

確
に
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
分
か
り
や

す
く
、
か
つ
、
確
実
迅
速
で
丁
寧

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
、
住
民
ニ
ー

ズ
の
把
握
、
的
確

な
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
こ
と
な
ど
、

窓
口
で
の
人
と
人

と
の
理
解
や
ふ
れ

あ
い
が
失
わ
れ
、

本
来
の
役
場
の
果

た
す
べ
き
役
割
が

薄
れ
て
い
く
の
で

は
と
い
う
危
惧
を

持
つ
が
、
そ
の
点

に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

答　
添
付
書
類
を

省
略
す
る
な
ど
利

便
性
向
上
に
繋
げ

る
も
の
で
、
窓
口

業
務
の
縮
小
や
縮

減
を
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、

役
場
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
薄
れ

て
い
く
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え

る
。

問　
個
人
情
報
の
漏
え
い
に
つ
い

て
、
町
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と

っ
て
い
く
の
か
。

答　
現
在
の
当
町
の
シ
ス
テ
ム
は
、

扱
う
情
報
の
性
質
に
よ
り
大
き
く

三
つ
に
分
け
て
運
用
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
事
務
の
シ
ス

テ
ム
、
庁
内
回
線
や
行
政
専
用
回

線
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
三

館
に
勤
務
す
る
職
員
が
対
象
に
な

る
が
、
地
域
の
民
間
給
与
水
準
を

踏
ま
え
た
う
え
で
の
導
入
や
調
整

を
行
う
必
要
が
あ
り
、
実
施
し
て

い
な
い
。

問　
11
月
支
給
で
制
度
が
終
わ
る

と
聞
い
て
い
る
が
実
態
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
実
質
処
遇
改
善
は
、
継
続
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問　
町
と
し
て
も
、
今
回
の
処
遇

改
善
の
延
長
と
さ
ら
な
る
制
度
の

拡
充
を
国
に
求
め
る
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

答　
10
月
以
降
も
継
続
さ
れ
る
見

通
し
だ
が
、
現
在
詳
細
が
示
さ
れ

て
い
な
い
の
で
国
の
動
向
を
注
視

し
、
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

検
査
の
拡
充
に
つ
い
て

問　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
猛
威
を
ふ

る
い
、
町
内
で
も
感
染
者
が
出
て

い
る
。
医
療
機
関
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
施
設
、
学
校
、
保
育
所
、

消
防
署
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
抗
原
定
性
検

査
を
定
期
的
に
行
う
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

答　
町
内
で
は
町
立
病
院
で
事
前

予
約
の
上
、
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
町
独
自
に
取
り
組
む

予
定
は
な
い
。

つ
に
分
離
す
る
こ
と
で
個
人
情
報

の
漏
え
い
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
を
操
作
す
る

個
人
の
特
定
を
強
化
す
る
た
め
、

二
要
素
認
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利

用
事
務
端
末
を
操
作
す
る
職
員
を

限
定
す
る
な
ど
の
対
策
を
行
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
個
人
情
報
の
流

出
を
防
ぐ
た
め
必
要
な
対
策
を
講

じ
て
い
く
。

保
育
士
等
、幼
稚
園
教
諭
、

介
護
障
が
い
福
祉
職
員
の

処
遇
改
善
に
つ
い
て

問　
保
育
士
等
、
幼
稚
園
教
諭
、

介
護
障
が
い
福
祉
職
員
を
対
象
に
、

平
均
月
額
9
0
0
0
円
の
処
遇
改

善
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
が
、
本
町

に
お
け
る
事
務
手
続
の
実
態
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
と

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等

の
申
請
書
の
提
出
先
は
、
北
海
道

に
な
っ
て
い
る
。
幼
稚
園
等
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
で
申
請
書
を
受

け
付
け
、
補
助
金
を
支
給
す
る
こ

と
に
な
る
。
令
和
４
年
２
月
３
月

分
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
補
正
予

算
を
今
定
例
会
に
提
出
し
て
い
る
。

問　
関
係
町
職
員
の
処
遇
改
善
は

ど
う
な
る
の
か
。

答　
当
町
で
は
、
保
育
所
と
児
童

石澤由紀子議員

　デジタル庁が業務を開始した。町長はこの自治体 DX（デジタルト
ランスフォーメーション）に対してどのような認識を持ち、評価して
いるのかについて、厚岸町としても住民の利便性の向上や、町の業務
の効率化等に資するものであると認識している。

自治体行政のデジタル化について
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一 般 質 問

質問・答弁は要約されています

産前産後母親に寄り添い支える

子
育
て
家
庭
の

家
事
支
援
に
つ
い
て

問　
母
親
が
若
か
っ
た
り
、
産
後

う
つ
病
に
な
っ
た
り
す
る
家
庭
を

保
健
師
ら
が
訪
問
す
る
養
育
支
援

訪
問
事
業
が
各
自
治
体
で
行
わ
れ

て
い
る
が
、
制
度
新
設
の
動
き
の

背
景
に
は
様
々
な
要
因
が
あ
り
、

親
の
孤
立
な
ど
育
児
負
担
が
改
め

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
厚
岸
町
の

実
態
・
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
当
町
に
お
け
る
心
身
の
疾
病

や
育
児
不
安
を
抱
え
る
家
庭
に
対

す
る
家
事
・
育
児
支
援
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
養
育
支
援
訪
問
事
業

の
「
家
事
・
育
児
援
助
」
と
し
て

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
事
業
を
平

成
30
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

事
業
の
対
象
と
な
る
方
は
、
つ

わ
り
な
ど
の
体
調
不
良
の
妊
婦
の

い
る
家
庭
、
産
後
の
子
育
て
に
不

安
が
あ
る
家
庭
、
養
育
環
境
が
整

っ
て
い
な
い
家
庭
な
ど
、
18
歳
ま

で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭
で
、

具
体
的
な
支
援
内
容
と
し
て
は
、

乳
児
の
授
乳
や
お
む
つ
交
換
、
通

院
の
同
行
な
ど
の
育
児
支
援
、
食

事
の
準
備
や
掃
除
、
買
い
物
な
ど

の
家
事
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
事
育
児
援
助
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
保
健
師
が
対
象

と
な
る
家
庭
の
自
立
や
、
子
ど
も

の
安
全
の
確
保
、
子
育
て
の
負
担

軽
減
を
目
指
し
た
支
援
計
画
を
策

定
し
、
利
用
家
庭
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
と
そ
の
計
画
を
共
有
、
評
価

し
な
が
ら
利
用
期
間
及
び
利
用
回

数
を
設
け
、
利
用
者
負
担
額
を
無

料
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
利
用
の
実
態
は
、

完
成
後
の
助
成
金
請
求
期
日
が
年

度
末
ま
で
で
あ
り
、
工
事
期
間
が

制
限
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
制
限

を
受
け
な
い
よ
う
な
制
度
の
見
直

し
や
、
提
出
書
類
の
簡
略
化
の
見

直
し
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
令
和
４
年
度
に
向
け
て
、

制
度
の
見
直
し
を
検
討
中
で
あ
り

ま
す
。

問　
申
請
事
務
簡
素
化
の
た
め
、

厚
岸
町
住
宅
新
築
資
金
貸
付
利
子

助
成
金
交
付
と
厚
岸
町
住
宅
新
築

支
援
助
成
事
業
の
申
請
様
式
を
統

合
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
住
宅
新
築
支
援
助
成
金
と
住

宅
新
築
資
金
貸
付
利
子
助
成
金
の

事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
綱
に
よ

り
、
申
請
の
受
付
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
提
出
書
類
が
重
複
す
る

場
合
は
、
提
出
を
省
略
で
き
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
事
務
の
簡
素
化

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
申
請

様
式
の
統
合
を
含
め
た
申
請
事
務

の
さ
ら
な
る
簡
素
化
に
向
け
、
ま

た
条
例
改
正
に
つ
い
て
は
床
面
積

の
制
限
を
50
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら

40
平
方
メ
ー
ト
ル
へ
引
き
下
げ
る

こ
と
や
、
新
築
建
設
の
み
の
対
象

を
地
元
業
者
に
よ
る
建
売
住
宅
も

対
象
に
し
て
い
く
こ
と
も
含
め
て
、

町
民
の
使
い
勝
手
の
良
い
制
度
に

し
て
い
く
よ
う
に
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

産
後
の
家
事
支
援
が
８
割
か
ら
９

割
を
占
め
、
そ
の
他
、
多
子
世
帯

や
養
育
環
境
が
不
安
定
な
家
庭
な

ど
へ
の
支
援
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
養
育
環
境
が
不
安
定
で
あ
っ

た
り
、
周
囲
か
ら
の
支
援
を
受
け

ら
れ
な
い
環
境
に
あ
る
家
庭
は
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
健

師
に
よ
る
養
育
支
援
訪
問
事
業
の

「
専
門
的
相
談
支
援
」
や
、
産
後

ケ
ア
事
業
等
と
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
対
象
家
庭
の
把
握
や
産
後
ケ

ア
す
る
ド
ゥ
ー
ラ
の
資
格
に
つ
い

て
も
研
究
し
て
関
係
機
関
と
の
調

整
を
行
い
、
今
後
も
効
果
的
な
事

業
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

厚
岸
町
住
宅
新
築
支
援

助
成
金
に
つ
い
て

問　
現
在
の
申
請
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
令
和
４
年
２
月
28
日
現
在
に

お
い
て
、
今
年
度
の
住
宅
新
築
件

数
は
13
件
で
、
そ
の
内
３
件
が
町

内
業
者
と
な
っ
て
お
り
、
住
宅
新

築
支
援
助
成
金
の
申
請
件
数
は
３

件
、
住
宅
新
築
資
金
貸
付
利
子
助

成
金
は
２
件
の
申
請
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問　
見
直
し
や
課
題
は
あ
る
か
。

答　
令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
、

令
和
３
年
度
と
同
様
の
助
成
事
業

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
工
事

竹田敏夫議員

　厚岸町住宅新築助成金について町民の使い勝手の良い条例改正を考
えます。
　子育て家庭の家事支援については現在進行中ですが、ドゥーラの研
究を更なる町民サービスになるように努めてまいりますと答弁をもら
う。

住宅新築支援・子育て支援について
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一 般 質 問

解体処分を待つ旧真龍中学校

質問・答弁は要約されています

音喜多政東議員

　町有施設の半数以上が、30年前に建てられ、改修の時期を迎えよ
うとしている。普段補修の無い建物をどの様に維持していこうとして
いるか。
　そして近年、津波や異常気象に見られる避難場所として、公共施設
の役割について改めて認識の議論を深めた。

町有施設の長寿命化、有効活用を図る観点から伺う

問　
町
有
施
設
の
維
持
管
理
で
、

一
部
改
修
や
大
規
模
改
修
、
そ
し

て
解
体
、
新
築
へ
と
更
新
す
る
期

間
を
、
建
物
の
耐
用
年
数
に
当
て

は
め
る
と
ど
の
様
な
経
年
に
な
る

の
か
。

答　

町
で
は
平
成
29
年
３
月
に

「
厚
岸
町
町
有
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
を
策
定
し
、
長
期
的
か
つ

総
合
的
な
視
点
に
よ
り
、
町
有
施

設
等
の
更
新
費
用
の
平
準
化
や
、

施
設
の
適
正
配
置
、
長
寿
命
化
等

を
図
っ
て
い
る
。
更
新
時
期
到
来

の
周
期
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
施

設
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
本
計
画

で
は
、
大
規
模
改
修
時
期
に
つ
い

て
は
、
標
準
的
な
２
回
目
の
改
修

時
期
と
さ
れ
る
建
築
後
30
年
を
目

途
と
し
、
解
体
を
含
め
た
建
替
え

時
期
に
つ
い
て
は
日
本
建
築
学
会

の
「
建
築
物
の
耐
久
計
画
に
関
す

る
考
え
方
」
に
基
づ
き
、
標
準
的

な
耐
用
年
数
と
さ
れ
る
建
築
後
60

年
と
い
う
一
定
の
条
件
の
基
に
改

修
、
更
新
費
用
を
試
算
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
現
在
、
町
が
所
有
す
る
建
物

の
半
数
以
上
が
、
５
年
後
の
２
０

２
７
年
に
は
築
30
年
を
超
え
、
大

規
模
改
修
を
迎
え
る
時
期
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
対
応
策
は
ど
の
様

に
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

答  

基
本
的
に
は
町
有
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
則
り
、現
在
利
用
、

活
用
さ
れ
て
い
る
施
設
ご
と
に
策

定
し
て
い
る
「
個
別
施
設
計
画
」

と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
３
カ

年
実
施
計
画
の
策
定
過
程
に
お
い

て
、
そ
の
必
要
性
や
緊
急
性
の
ほ

か
、
充
当
財
源
等
の
見
通
し
を
踏

ま
え
な
が
ら
検
討
し
、
実
施
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
３
カ
年
実
施
計

画
に
登
載
し
て
い
る
。

問　
野
ざ
ら
し
で
空
き
家
も
目
立

つ
使
用
し
な
い（
使
用
で
き
な
い
）

施
設
の
処
分
に
つ
い
て
、
ど
の
様

に
な
る
の
か
。

答　
施
設
処
分
の
決
定
に
あ
た
っ

て
は
、
大
規
模
改
修
計
画
と
同
様

に
、
３
カ
年
実
施
計
画
の
策
定
過

程
に
お
い
て
、
施
設
が
他
に
転
用

可
能
な
も
の
か
や
、
施
設
の
解
体

跡
地
が
他
の
用
途
で
利
用
可
能
な

も
の
か
な
ど
を
含
め
て
、
総
合
的

に
検
討
す
る
。

問  

公
共
用
地
と
し
て
確
保
す
る

以
外
は
、
売
却
処
分
や
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
に
転
用
で
き
な
い

か
。

答　
建
物
を
解
体
し
た
場
合
の
跡

地
や
、
他
の
町
有
地
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
公
共
用
地
と
し
て
の
利

答　
公
共
施
設
の
建
設
場
所
に
つ

い
て
は
、
そ
の
施
設
が
持
つ
機
能

を
発
揮
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る

場
所
を
選
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
の
施
設
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
可
能
な
限
り
災
害
発

生
時
に
町
民
の
命
を
守
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
よ
う
施
設
機
能
に
応

じ
て
検
討
し
て
い
く
。

用
の
ほ
か
、
売
却
処
分
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
る
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
に
活
用
す
る
計
画
は
な
い
。

問  

建
物
の
建
設
場
所
の
選
定
に

つ
い
て
基
本
的
な
考
え
方
は
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
建
物
は
災

害
か
ら
身
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
考
え
ら
れ
な
い
か
。
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一 般 質 問

宮園町営住宅（高層）

ヒ
グ
マ
対
策
に
つ
い
て

問　
町
営
牧
場
で
は
、
令
和
４
年

度
は
電
気
柵
を
設
置
し
て
夏
期
放

牧
を
行
う
と
思
う
が
、
預
託
牛
の

制
限
な
ど
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

放
牧
地
を
全
部
使
用
出
来
る
の
か
。

答　
町
営
牧
場
で
は
、
令
和
３
年

度
に
預
託
牛
が
ヒ
グ
マ
に
襲
わ
れ
、

一
部
退
牧
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ

の
後
、
令
和
４
年
度
に
向
け
て
安

全
な
預
託
体
制
の
構
築
を
検
討
し

て
き
た
。
令
和
４
年
度
は
、
被
害

の
出
て
い
な
い
別
寒
辺
牛
団
地
で

の
放
牧
に
加
え
、
電
気
柵
の
設
置

に
よ
り
安
全
が
確
保
で
き
る
放
牧

地
と
舎
飼
を
併
用
す
る
こ
と
で
例

年
並
み
の
受
入
が
で
き
る
た
め
、

現
在
の
と
こ
ろ
預
託
牛
の
頭
数
制

限
は
考
え
て
い
な
い
。
な
お
、
令

和
４
年
度
に
使
用
す
る
放
牧
地
は
、

一
部
用
途
を
採
草
地
に
転
換
し
た

り
放
牧
を
見
合
わ
せ
る
な
ど
、
団

地
全
体
を
再
編
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
使
用
出
来
る
放
牧
地

は
令
和
３
年
度
と
比
べ
て
２
７
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
少
な
い
６
２
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

太
田
農
村
公
園
の

駐
車
場
に
つ
い
て

問　
本
年
、
旧
太
田
地
区
公
民
館

跡
地
に
災
害
用
大
型
備
蓄
倉
庫
が

建
設
さ
れ
る
が
、
道
路
向
か
い
の

駐
車
場
を
拡
張
で
き
な
い
か
。

答　
令
和
４
年
度
に
整
備
す
る
大

型
備
蓄
倉
庫
は
、
備
蓄
品
の
搬
入

出
時
の
み
の
車
両
の
駐
車
及
び
通

行
を
想
定
し
た
建
物
配
置
と
し
て

い
る
た
め
、
駐
車
場
を
拡
張
す
る

予
定
は
な
い
。
ま
た
、
あ
の

駐
車
場
は
旧
太
田
地
区
公
民

館
の
駐
車
場
と
し
て
整
備
し

た
た
め
、
今
後
は
周
辺
施
設

の
利
用
者
の
た
め
の
駐
車
場

と
し
て
利
活
用
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

町
営
住
宅（
高
層
）の

避
難
訓
練
に
つ
い
て

問　
災
害
時
避
難
に
つ
い
て

訓
練
は
年
１
回
行
っ
て
い
る

が
、
住
人
全
員
に
周
知
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
障
が

い
者
の
非
難
誘
導
は
誰
が
ど

う
行
う
の
か
。

て
は
、
訓
練
参
加
の
依
頼
文
書
と

併
せ
て
厚
岸
町
営
住
宅
消
防
計
画

を
配
布
し
周
知
を
し
て
い
る
。
令

和
２
年
度
３
年
度
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
の
為

訓
練
を
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
障

が
い
者
の
避
難
誘
導
に
つ
い
て
は
、

消
防
隊
員
が
到
着
す
る
ま
で
は
入

居
者
同
士
が
協
力
し
合
い
歩
行
が

困
難
な
方
や
幼
児
な
ど
は
優
先
し

て
避
難
誘
導
を
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

答　
町
営
住
宅
入
居
者
の
避
難
訓

練
は
、
厚
岸
町
全
体
の
取
組
と
し

て
の
地
震
津
波
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
と
、
厚
岸
町
営
住
宅
消
防
計

画
に
よ
る
火
災
発
生
を
想
定
し
た

訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
地
震
・
津

波
の
避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
、
町

広
報
誌
の
ほ
か
防
災
行
政
無
線
、

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
よ
り
全
町
民
に
周
知
を
行

っ
て
お
り
、
町
営
住
宅
に
お
け
る

火
災
発
生
時
の
消
防
訓
練
に
つ
い

大野利春議員

　令和４年度、町営牧場で夏期放牧を行うにあたり、「預託牛の制限
があるのか」の問いに対し、例年並の受入が可能なので、預託牛の頭
数制限はしないとの回答を得た。

ヒグマ対策について



13

一 般 質 問

公
共
調
達
に
つ
い
て

問　
入
札
契
約
制
度
は
、
「
一
般

競
争
入
札
」、「
指
名
競
争
入
札
」、

「
随
意
契
約
」、「
せ
り
売
り
」
の

４
類
型
で
、
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
公
共
調
達
に
対
し
て
国
の
見

解
は
、
そ
の
財
源
が
税
金
に
よ
り

賄
わ
れ
る
の
で
、
よ
り
良
い
、
よ

り
安
い
も
の
を
調
達
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
、
一
般
競
争
入
札

が
原
則
で
、
そ
れ
以
外
は
例
外
的

な
場
合
に
限
ら
れ
る
と
記
載
が
あ

る
が
、
厚
岸
町
の
令
和
２
年
度
の

公
共
調
達
の
内
訳
を
尋
ね
る
。

答　
全
入
札
案
件
は
、
膨
大
な
の

で
物
品
や
備
品
購
入
に
つ
い
て
答

え
る
。
前
年
度
の
公
共
調
達
の
各

内
訳
は
、
一
般
競
争
入
札
は
行
っ

て
お
ら
ず
、
指
名
競
争
入
札
は
70

件
、
随
意
契
約
は
２
３
２
件
、
せ

り
売
り
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　
入
札
は
指
名
競
争
し
か
行
っ

て
い
な
い
と
い
う
事
か
。

答　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

問　
誰
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
指

名
競
争
入
札
し
か
し
な
い
と
決
め

た
の
か
。

答　
一
般
競
争
入
札
は
町
外
業
者

が
入
る
機
会
が
多
く
な
る
の
で
指

名
競
争
入
札
の
み
。

問　
町
は
地
元
中
小
企
業
を
育
成

し
地
域
経
済
の
発
展
と
町
民
生
活

の
向
上
に
寄
与
す
る
為
の
中
小
企

業
振
興
基
本
条
例
と
い
う
地
域
を

守
る
条
例
を
平
成
23
年
に
制
定
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
地
元
業

者
の
受
注
機
会
が
増
大
す
る
対
応

を
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
指
名
競

争
入
札
時
の
、
業
者
指
名
に
至
る

ま
で
の
手
順
と
判
断
基
準
を
尋
ね

る
。

答　
「
厚
岸
町
中
小
企
業
振
興
計

画
」
の
中
で
、
地
元
企
業
の
受
注

機
会
を
確
保
し
、
持
続
的
な
成

長
・
発
展
を
通
じ
て
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
れ
る
よ
う
対
応
を
し

て
い
る
。
指
名
業
者
選
定
は
、
原

則
と
し
て
町
内
業
者
を
選
定
し
、

町
内
業
者
で
対
応
で
き
な
い
も
の

又
は
競
争
性
が
確
保
さ
れ
な
い
も

の
は
、
町
外
業
者
に
対
象
を
拡
大

し
て
い
る
。
業
者
指
名
に
至
る
ま

で
の
手
順
と
業
者
の
指
名
は
、
入

札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
こ

の
名
簿
登
録
は
、
２
年
毎
に
申
請

を
受
付
し
、
事
業
者
は
取
扱
物
品

の
種
類
を
記
載
し
て
申
請
を
行
う
。

次
に
、
担
当
者
は
、
こ
の
名
簿
中

か
ら
、
入
札
予
定
物
品
の
取
扱
業

者
を
選
定
す
る
。
こ
の
入
札
参
加

者
を
５
人
以
上
選
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
人
数
に
達
し
な
い
場
合

は
、
そ
の
参
加
で
き
る
者
を
選
定

す
る
。
こ
の
業
者
選
定
は
、
公
共

調
達
の
地
元
企
業
の
受
注
機
会
拡

大
に
関
す
る
実
施
方
針
に
よ
り
基

本
的
に
は
町
内
業
者
か
ら
順
に
選

定
し
て
い
る
。
こ
の
業
者
選
定
を

答　
規
定
に
よ
り
審
議
を
公
開
し

な
い
事
と
す
る
ル
ー
ル
が
あ
る
。

入
札
企
業
の
情
報
な
ど
も
あ
る
の

で
議
員
の
気
持
ち
は
察
す
る
が
公

開
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

問　
２
つ
目
の
理
由
だ
が
複
数
の
、

町
民
か
ら
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、

町
の
工
事
を
落
札
し
て
建
設
工
事

を
し
て
い
る
業
者
が
町
内
の
職
人

を
使
わ
ず
町
外
の
職
人
や
下
請
け

を
使
っ
て
工
事
を
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
税
収
や
地
域
経
済
の

発
展
と
町
民
生
活
の
向
上
に
つ
な

が
ら
な
い
と
思
う
が
ど
う
考
え
る

か
。

答　
中
小
企
業
振
興
計
画
の
中
に

下
請
け
業
者
選
定
に
町
内
業
者
を

優
先
す
る
と
あ
り
質
問
の
意
図
は

十
分
理
解
で
き
る
が
、
人
口
減
少

に
よ
り
地
元
企
業
が
人
を
確
保
で

き
な
い
な
ど
の
理
由
で
町
外
業
者

に
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
状
況

で
あ
る
。

問　
厚
岸
町
の
状
況
も
理
解
で
き

る
が
、
国
は
指
名
競
争
入
札
の
短

所
を
、
指
名
業
者
が
固
定
さ
れ
る

傾
向
や
談
合
が
容
易
で
あ
る
。
と

も
指
摘
し
て
い
る
。
今
後
一
般
競

争
入
札
の
導
入
や
問
題
点
の
調
査

な
ど
を
行
い
、
よ
り
良
い
公
共
入

札
に
し
て
頂
き
た
い
。

答　
一
般
競
争
入
札
も
考
え
な
く

も
な
い
が
、
地
元
企
業
の
受
注
機

会
を
増
や
す
こ
と
が
大
事
で
競
争

性
透
明
性
経
済
性
を
重
視
し
て
指

名
競
争
入
札
を
進
め
て
行
き
た
い
。

町
競
争
入
札
委
員
会
で
指
名
業
者

と
し
て
決
定
す
る
。
そ
の
判
断
基

準
は
、
町
指
名
競
争
入
札
参
加
者

指
名
基
準
に
沿
っ
て
、
適
性
を
審

査
し
、
で
き
る
範
囲
内
に
お
い
て
、

地
元
業
者
の
育
成
に
努
め
、
指
名

を
す
る
。

問　
指
名
業
者
選
定
の
最
終
決
定

は
誰
が
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
最
終
決
定
は
、
町
長
が
決
裁

す
る
。

問　
町
長
が
、
決
定
し
て
そ
の
業

者
を
指
名
す
る
と
い
う
流
れ
で
い

い
の
か
。

答　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

問　
私
が
今
回
、
こ
の
質
問
を
し

た
理
由
は
２
つ
。
１
つ
は
町
内
の

複
数
の
指
名
願
を
出
し
て
い
る
事

業
者
か
ら
入
札
に
参
加
し
た
い
が

参
加
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
。
な
ぜ

参
加
で
き
な
い
の
か
理
由
も
わ
か

ら
ず
困
っ
て
い
る
と
の
相
談
を
受

け
て
い
る
か
ら
。
町
と
し
て
こ
の

こ
と
を
ど
う
考
え
ど
う
対
応
を
す

る
の
か
。

答　
入
札
参
加
資
格
申
請
を
業
者

か
ら
提
出
い
た
だ
き
、
そ
の
時
、

取
扱
品
目
を
詳
し
く
書
い
て
も
ら

う
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
う
い
う

声
が
現
実
な
ら
さ
ら
に
担
当
課
に

も
指
導
す
る
。

問　
入
札
制
度
の
透
明
性
を
確
保

す
る
為
に
、
指
名
審
査
委
員
会
の

議
論
は
議
事
録
に
残
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

　地方公共団体の入札契約制度について、その透明性や公平性、そし
て中小企業振興基本条例により本当に地元中小企業が育成される状況
にあるのかを問う。

金子　勇議員

厚岸町の競争入札制度は適性か
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議 会 の 動 き 議 長 室 から

第
８
回
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
よ
り

       

（
１
月
25
日
開
催
）

　

当
町
の
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
に
つ
い

て
、
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
審
議
し
、

毎
年
、
野
犬
や
キ
ツ
ネ
の
疫
学
調
査
に

よ
り
、
主
に
キ
ツ
ネ
か
ら
陽
性
個
体
が

出
て
お
り
、
町
民
に
対
し
て
の
注
意
喚

起
の
徹
底
や
予
防
法
（
手
洗
い
、
野
生

動
物
へ
の
餌
付
け
の
禁
止
、
山
菜
の
加

熱
水
洗
い
等
）
の
周
知
を
す
る
よ
う
意

見
が
出
さ
れ
た
。

第
１
回
総
務
産
業
常
任
委
員
会
よ
り

（
２
月
15
日
開
催
）

　

１
月
11
日
〜
12
日
の
降
雪
に
よ
り
、

上
尾
幌
に
あ
る
厚
岸
町
き
の
こ
菌
床
セ

ン
タ
ー
の
菌
床
培
養
ハ
ウ
ス
６
棟
の
内

２
棟
が
雪
の
重
み
と
暴
風
に
よ
り
倒
壊

し
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。
倒
壊
し
た
ハ

ウ
ス
は
生
産
菌
床
数
の
減
少
に
よ
り
菌

床
を
置
か
ず
物
置
と
し
て
利
用
し
て
お

り
、
菌
床
生
産
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い

が
、
補
正
予
算
を
計
上
し
修
繕
し
た
い

と
の
事
で
あ
っ
た
が
、
委
員
か
ら
、
使

わ
な
く
て
良
い
施
設
を
修
繕
す
る
の
は

予
算
の
無
駄
で
、
計
画
を
見
直
し
必
要

な
物
に
予
算
を
投
入
す
べ
き
と
意
見
が

出
さ
れ
、再
度
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
１
回
議
員
協
議
会
よ
り

　
　
　
　
（
２
月
25
日
開
催
）

　

町
立
病
院
の
４
月
か
ら
の
診
療
体
制

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
常
勤
医
師
４

名
（
小
児
科
１
、
外
科
１
、
内
科
２
）

と
定
期
支
援
医
師
（
内
科
２
、
脳
神
経

外
科
１
、
整
形
外
科
１
、
消
化
器
検
査

２
）
な
ど
と
な
る
旨
報
告
を
受
け
た
。

※
国
民
健
康
保
険
の
保
健
基
盤
安
定
負

担
金
の
算
定
誤
り
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、国
の
会
計
検
査
院
の
指
摘
に
よ
り
、

平
成
28
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
分
を
全

居
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
有
明
団
地

か
ら
の
優
先
入
居
は
終
わ
っ
た
の
で
、

４
年
度
か
ら
松
葉
団
地
に
空
家
が
発
生

し
た
場
合
は
、
一
般
公
募
を
し
て
い
く

と
回
答
。
（
一
般
寄
付
金
）
ふ
る
さ
と

納
税
寄
付
金
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

３
年
度
は
８
億
円
以
上
確
保
、
４
年
度

は
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
更
に
増
や
し
、
一
層
の
獲
得
に
努
力

し
て
い
く
と
回
答
。
（
一
般
管
理
費
）

役
場
庁
舎
非
常
用
発
電
設
備
整
備
事
業

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
国
の
基
準
に

の
っ
と
り
、
現
在
の
非
常
用
発
電
設
備

の
６
倍
の
設
備
を
、
４
年
度
調
査
設
計

し
、
５
年
度
中
の
稼
働
を
目
指
し
整
備

す
る
と
回
答
。
（
健
康
推
進
費
）
特
定

健
康
診
査
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
受

診
者
実
績
２
年
度
は
21
・
８
％
で
３
年

度
も
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
伸
び
て
い
な
い

状
況
、
４
年
度
更
に
受
診
勧
奨
に
努
め

る
と
回
答
。
（
土
木
総
務
費
）
大
規
模

盛
土
造
成
地
変
動
対
策
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
、
町
内
に
あ
る
対
象
盛
土
造
成

地
７
カ
所
は
、
３
年
度
の
観
測
で
ど
こ

も
安
定
し
て
お
り
、
４
年
度
も
引
続
き

観
測
を
し
て
い
く
と
と
も
に
、
詳
細
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
と
回
答
。

道
市
町
村
が
再
調
査
し
た
結
果
、
厚
岸

町
に
お
い
て
も
平
成
28
年
度
分
に
つ
い

て
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

国
と
北
海
道
に
対
す
る
返
還
金
（
９
万

９
７
１
３
円
）
は
次
回
補
正
予
算
に
計

上
し
、
町
費
分
は
今
年
度
の
基
盤
安
定

負
担
金
の
繰
入
額
と
調
整
す
る
と
し
、

今
後
の
運
用
に
関
し
て
は
、
十
分
に
注

意
し
て
い
く
と
陳
謝
を
受
け
た
。

　

議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い
て
、

年
間
合
計
10
万
枚
以
上
と
も
言
わ
れ
る

議
会
資
料
、
そ
の
資
源
の
削
減
と
資
料

整
理
の
効
率
化
及
び
作
業
負
担
の
軽
減

を
目
的
に
、
昨
今
、
他
の
市
町
村
に
お

い
て
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
議
会
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
つ
い
て
、
当
議
会
に

お
い
て
も
導
入
に
つ
い
て
の
検
討
を
、

議
長
よ
り
議
会
運
営
委
員
会
に
諮
問
し

た
い
旨
提
案
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。

※
国
民
健
康
保
険
の
保
健
基
盤
安
定
負

　
担
金
と
は

　

低
所
得
者
を
多
く
抱
え
る
保
険
者

（
町
）の
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
、
低
所
得
者

の
数
に
応
じ
て
平
均
保
険
料
（
税
）
の

一
定
割
合
を
補
填
す
る
「
保
険
者
支
援

分
」と
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料（
税
）

軽
減
相
当
額
を
補
填
す
る
「
保
険
料
軽

減
分
」
の
二
つ
の
公
費
に
分
か
れ
て
い

る
制
度
で
、国
と
道
の
負
担
額
は
、「
保

険
者
支
援
分
」
が
、
国
が
影
響
額
の
２

分
の
１
、
道
が
４
分
の
１
、
「
保
険
料

軽
減
分
」
が
、
道
が
４
分
の
３
で
、
町

の
負
担
額
は
、
い
ず
れ
も
影
響
額
の
４

分
の
１
と
な
っ
て
い
る
。

第
１
回
定
例
会
よ
り

　
（
３
月
７
日
〜
10
日
開
催
）

　

「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」
か
ら
、

（
住
宅
使
用
料
）町
営
住
宅
有
明
団
地
の

建
替
と
し
て
建
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第1回 定例会

第1回 厚生文教常任委員会
第1回 総務産業常任委員会
第１回 議員協議会
第2回 厚生文教常任委員会
第2回 議会運営委員会
第2回 広報特別委員会
第2回 議員協議会
第3回 議会運営委員会
第4回 議会運営委員会
第2回 総務産業常任委員会
第3回 厚生文教常任委員会
第3回 総務産業常任委員会
第3回 広報特別委員会

３月 ７日
～10日

１月25日
２月15日
２月25日
２月28日
３月 4日
３月 7日
３月 7日
３月 7日
３月10日
３月23日
３月29日
4月13日
4月15日


